
教
室
の
強
烈
な
印
象
を
与
え
、
学
校
に
新
風
を
吹
き
込
ん
で
台
湾
に
去
っ
て
行
っ

た
。

嘉
瀬
小
学
校
に
在
職
す
る
こ
と
五
年
、
担
当
し
た
学
年
は
、
昭
和
九
年
に
三
学

年
生
、
昭
和
十
年
に
四
学
年
生
、
昭
和
十
一
年
に
二
学
年
生
、
昭
和
十
二
年
に
三

学
年
生
、
昭
和
士
二
年
に
一
一
学
年
生
の
生
徒
で
あ
っ
た
。
土
岐
兼
房
先
生
の
訓
導

を
受
け
た
生
徒
も
今
は
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
人
と
し
て
独
立
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の

道
を
歩
ん
で
い
る
。
当
時
の
教
え
子
生
徒
の
な
ま
え
を
列
記
す
る
と
、

◎
昭
和
九
年
三
学
年
、
昭
和
十
年
四
学
年

花
田
柾
幸
山
中
正
治
沢
田
燕
木
立
正
山
中
正
津

斉
藤
静
逸
山
中
豊
光
沢
田
国
平
土
岐
輝
雄
原
田
康
友

斉
藤
亀
七
内
海
武
美
須
崎
為
市
鈴
木
俊
才
神
島
義
信

今
政
光
伊
藤
定
次
山
中
一
雄
櫛
引
米
光
斉
藤
弘
徴

野
呂
梅
作
工
藤
清
治
原
田
安
左
衛
門
山
中
満
偏

吉
崎
信
雄
須
崎
安
政
山
中
朝
太
郎
鳴
海
俊
男

吉
崎
年
美
工
藤
忠
光
小
松
由
飯
塚
秀
雄
今
勝
美

須
崎
松
雄
神
島
岩
夫
吉
崎
光
治
成
田
哲
雄
鈴
木
敏
栄

沢
田
豊
太
郎

◎
昭
和
十
一
年
二
学
年
、
昭
和
十
二
年
三
学
年

三
上
民
雄
吉
崎
春
雄
神
島
徳
衛
原
田
勇
山
中
利
幸

成
田
千
代
仁
伊
藤
清
光
今
昭
三
郎
山
中
良
一

斉
藤
正
美
花
田
粕
次
郎
原
田
藤
松

山
中
兼
継
吉
崎
兼
雄
今
盛
衛
山
中
文
吉
伊
藤
満
男

垣
に
、
三
学
年
男
生
徒
を
担
任
。
昭
和
十
四
年
二
月
、
軍
国
フ
ァ
ッ
シ
ョ
の
波
が

全
国
に
波
及
、
官
憲
特
高
警
察
の
重
圧
に
あ
い
、
嘉
瀬
小
学
校
の
生
徒
に
綴
り
方

と
な
っ
た
ワ
ラ
半
紙
の
座
を
利
川
し
た
川
紙
を
ノ
ー
ト
代
わ
り
に
、
綴
り
方
を
＃

昭
和
九
年
簿
市
小
学
校
か
ら
赴
任
し
て
き
た
土
岐
波
↓
屍
先
吃
は
、
そ
の
授
業
方

法
も
独
特
で
、
特
に
綴
方
（
作
文
）
に
刀
を
入
れ
、
『
現
実
を
よ
く
兄
て
、
自
分

達
の
群
し
を
そ
の
ま
ま
好
け
』
と
指
導
さ
れ
た
も
の
で
、
ガ
リ
切
り
さ
れ
た
不
川

昭
和
十
年
土
岐
先
生
が
発
行
し
た
呼
笛
綴
方
集

一一.一一一一一句

笛 呼

『
、
！
・
・
。
、
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ル

〕
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『呼笛｣綴方教室と嘉瀬の文脈

独
学
で
教
師
免
許
取
得

大
正
十
五
年
一
月
九
日
中
里
小
学
校
に
奉
職
。
昭
和
四
年
三
月
中
里
小
学
校
か

ら
金
木
小
学
校
に
転
任
、
昭
和
七
年
八
月
金
木
小
学
校
よ
り
薄
市
小
学
校
へ
転
任
、

昭
和
九
年
か
ら
昭
和
十
三
年
ま
で
の
五
年
間
に
、
嘉
瀬
小
学
校
生
徒
に
植
え
付

け
て
、
昭
和
十
四
年
二
月
嘉
瀬
の
地
、
ふ
る
さ
と
の
地
か
ら
去
っ
て
行
っ
た
土
岐

兼
房
先
生
の
綴
り
方
指
導
に
な
る
火
は
、
先
生
が
去
っ
た
あ
と
消
え
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

い
や
、
先
生
が
去
っ
て
も
、
そ
の
生
徒
の
心
の
中
に
植
え
付
け
た
若
い
芽
は
、

教
え
子
達
に
よ
っ
て
開
花
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
と
も
し
び
の
火
は
、
昭
和
十
六
年
日
本
が
第
二
次
世
界
大
戦

大
東
亜
戦
に
の
め
り
込
ん
で
行
っ
た
時
、
小
山
内
嘉
一
郎
氏
等
が
主
宰
す
る
俳

な
る
二

句
同
人
誌
「
鳴
子
』
が
発
刊
さ
れ
、
過
酷
な
戦
況
下
で
、
心
の
支
え
と
し
て
発
行

土
岐
兼
房
先
生
が
嘉
瀬
小
学
校
に
着
任
し
た
昭
和
九
年
は
凶
作
の
年
で
、
当
時

の
生
徒
は
、
学
校
に
弁
当
を
持
っ
て
く
る
の
は
ま
れ
で
、
ほ
と
ん
ど
、
シ
ダ
飯
、

シ
ダ
餅
を
常
食
に
し
た
と
、
教
え
子
達
は
語
っ
て
い
る
。
時
に
国
内
の
社
会
情
勢

を
ふ
り
か
え
る
と
、
昭
和
六
年
満
州
事
変
が
お
こ
り
、
昭
和
十
二
年
日
華
事
変
へ

と
発
展
し
て
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
第
二
次
世
界
大
戦
へ
と
突
入
し
て
い
っ

た
日
本
が
、
軍
備
増
強
、
軍
国
フ
ァ
ッ
シ
ョ
の
道
へ
と
、
軍
靴
の
足
音
が
高
く
聞

え
て
き
て
、
学
校
に
も
昭
和
十
年
青
年
学
校
令
が
公
布
さ
れ
、
教
育
の
中
に
も
軍

事
化
教
育
が
強
制
さ
れ
、
軍
事
教
育
の
思
想
が
一
般
化
し
た
当
時
の
昭
年
九
年
、

土
岐
兼
房
先
生
は
、
語
瀬
小
学
校
の
教
師
と
し
て
登
壇
。

今
で
も
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
実
践
教
育
の
活
動
を
綴
り
方
指
導
の
な
か
か

ら
実
行
し
て
行
っ
た
の
が
土
岐
兼
房
先
生
で
、
国
民
は
皆
し
め
ら
郷
既
の
天
皇
の

子
で
あ
る
と
い
う
、
向
山
の
無
い
圧
政
下
の
も
と
で
、
教
え
子
達
に
、
自
分
の
意

志
、
意
見
を
自
由
に
発
言
で
き
る
、
実
生
活
の
な
か
か
ら
表
現
す
る
生
徒
の
力
を

の
ば
し
、
国
語
教
育
を
韮
本
と
し
た
生
活
綴
り
方
を
指
導
、
当
時
の
北
津
軽
郡
中

の
学
校
教
育
の
中
で
画
期
的
な
綴
方
（
文
集
）
『
呼
笛
』
を
発
行
。

か
さ
れ
た
も
の
だ
と
、
教
え
子
の
沢
田
薫
氏
（
嘉
瀬
農
業
協
同
組
合
参
事
）
は
語

る
。昭

和
九
年
三
月
簿
市
小
学
校
か
ら
嘉
瀬
小
学
校
に
着
任
、
郷
土
ふ
る
さ
と
の
教

Ｊ
厚
‐

松
川
秀
光
斉
藤
礼
吉
今
熊
市
秋
元
定
美
鎌
田
富
春

斉
藤
亀
男
野
戸
谷
孫
一
沢
田
則
昭
小
山
内
繁
美

学
校
教
育
の
中
で
画
期
的
な
綴
方
（
文
集
）
『
呼
笛
』
を
発
行
。

津
軽
北
部
地
方
に
綴
り
方
教
育
の
足
跡
を
残
し
た
土
岐
先
生
の
校
歴
は
、

北
津
軽
郡
嘉
瀬
村
大
字
嘉
瀬
に
生
れ
る
。

大
正
八
年
度
嘉
瀬
小
学
校
を
卒
業

鎌
田
武
原
田
兵
司
工
藤
信
男
松
川
竹
新
今
武
美

秋
元
男
茶
木
立
忠
政
飯
塚
秀
光
今
木
八
郎
山
中
林
一

鳴
海
善
一
黒
川
富
志
美
伊
藤
垂
一
郎

◎
昭
和
十
三
年
二
学
年

原
田
哲
雄
山
中
義
美
岩
村
久
美
内
海
武
志
木
下
常
雄

棟
方
平
内
花
田
甚
市
成
田
清
一
沢
田
孝
山
中
治

阿
部
清
二
今
喜
代
友
吉
崎
忠
直
成
田
収
外
崎
京
哉

原
田
与
四
松
原
田
勘
之
助
木
下
文
雄
鳴
海
憲
一

蛸
島
春
義
鎌
田
清
一
郎
坂
本
利
道
野
上
正
則

山
中
孫
一
櫛
引
繁
松
須
崎
正
志
嶋
谷
鶴
義
沢
田
一
郎

成
田
勝
義
山
中
岩
見
須
崎
為
光
神
島
徳
治
内
海
兼
市

工
藤
論
櫛
引
三
郎
神
島
国
春
斉
藤
義
雄
で
あ
っ
た
。

1

1

１
１
１

｜
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岩
木
山
百
沢
寺
。
大
円
寺
。
久
渡
寺
。
蓮
華
寺
（
賀
田
愛
宕
山
）
古
懸
国
上
寺
を

津
軽
五
山
と
い
っ
た
。

◎
獅
子
舞
の
由
来

昭
和
五
十
二
年
十
月
二
日
木
村
峰
五
郎
氏
所
蔵
の
獅
子
舞
由
来
語
り
に
よ
る
と
、

我
が
国
に
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
と
云
う
間
有
説
、
人
皇
八
十
代
高
倉
天
皇
の
承
安

二
年
（
西
暦
一
八
三
二
年
）
六
月
十
四
日
百
錬
抄
に
よ
る
と
、
祇
困
御
多
会
の
時

六
峰
上
皇
の
御
覧
に
入
れ
、
そ
の
と
き
の
獅
子
は
七
肩
で
あ
っ
た
。

津
軽
の
獅
子
の
起
源
は
、
弘
前
藩
の
野
元
道
玄
が
同
市
松
森
町
の
猫
右
ェ
門
の

処
で
古
い
巻
物
を
兄
て
之
を
訂
正
。
偏
政
公
に
御
覧
に
入
れ
た
の
が
初
り
と
い
わ

れ
、
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
藤
田
半
左
エ
門
が
訂
正
し
た
も
の
。

嘉
永
年
間
、
悪
戸
村
の
獅
子
が
赤
石
村
に
行
っ
て
踊
っ
た
と
こ
ろ
、
赤
石
組
の

手
代
役
保
村
治
右
エ
門
に
岾
め
ら
れ
、
悪
戸
村
の
老
人
が
、
松
森
町
の
獅
子
が
八

幡
宮
の
祭
札
が
あ
っ
た
と
き
、
欠
員
が
あ
れ
ば
、
吾
が
村
か
ら
補
欠
に
出
る
の
で

我
々
は
そ
の
練
習
を
し
て
い
る
の
だ
と
云
っ
た
ら
許
さ
れ
た
と
い
う
。

ま
た
全
年
間
、
岩
間
滴
と
申
す
者
が
、
取
上
村
の
小
枝
三
十
郎
方
で
獅
子
の
巻

物
を
み
た
。
こ
の
巻
物
に
は
応
永
十
二
年
秋
七
月
足
利
利
直
と
あ
っ
た
か
ら
、
そ

れ
が
猫
右
エ
門
の
処
に
伝
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

獅
子
舞
は
、
悪
魔
払
い
、
祝
福
、
豊
年
祭
、
新
築
祝
、
結
婚
式
等
で
舞
わ
れ
、

浅
井
村
で
は
二
百
六
十
年
程
前
か
ら
伝
っ
て
い
る
と
云
う
か
ら
、
そ
う
す
れ
ば
元

録
十
二
年
こ
ろ
か
ら
と
な
る
。

◎
古
民
謡

村
は
平
和
で
、
家
庭
は
円
満
。
日
が
出
て
は
働
き
、
ぼ
っ
し
て
は
憩
う
。
居
間

不
安
も
な
け
れ
ば
不
満
も
な
い
。
祖
先
は
働
い
て
は
唄
い
、
休
ん
で
は
唄
い
、
疲

労
を
唄
に
流
し
て
、
働
ら
い
た
唄
は
、
生
活
感
謝
の
声
で
も
あ
っ
た
。

◎
人
丸
神
石
（
柿
本
人
麻
呂
）

嘉
瀬
に
山
中
家
の
祖
先
歌
読
み
の
者
あ
り
た
り
、
北
大
区
小
区
十
三
填
の
か
た

わ
ら
に
乱
石
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
人
丸
の
神
石
が
あ
る
と
聞
く
。
そ
の
山
中
家

の
祖
先
に
、
あ
る
夜
夢
の
な
か
に
一
人
の
翁
枕
元
に
あ
ら
わ
れ
来
た
り
て
告
げ
て

し
た

曰
く
、
『
吾
れ
、
潮
辺
に
廃
れ
た
り
、
速
に
来
り
て
、
求
め
得
と
。
」

今
泉
村
に
知
人
あ
り
、
彼
の
力
を
借
り
て
、
四
・
五
人
の
歌
読
み
同
志
と
語
ら

い
、
慶
応
乙
丑
六
月
十
八
日
十
三
湖
の
乱
石
を
探
し
た
る
と
こ
ろ
、
長
さ
三
尺
、

閤
囲
七
尺
二
寸
背
に
人
丸
の
を
錨
た
り
し
石
を
得
た
り
、
二
十
五
人
の
人
夫
を
雇

っ
て
嘉
瀬
に
持
帰
っ
た
と
い
う
。

清
久
溜
池
（
通
弥
嘉
瀬
溜
池
）
の
東
方
の
地
（
小
山
内
長
八
の
土
地
通
弥
人
丸

崎
）
の
松
林
草
原
に
前
記
の
年
に
、
五
間
に
三
間
の
竃
宇
を
建
立
、
奥
の
院
に
人

丸
の
神
石
と
木
像
物
が
安
慨
さ
れ
て
あ
っ
た
と
い
う
。

山
中
家
の
祖
先
竜
之
助
氏
は
文
猫
家
で
歌
人
で
も
あ
り
、
号
を
水
魚
庵
と
称
す
。

明
治
十
三
年
存
、
人
丸
神
石
を
祭
る
蝋
内
で
、
当
主
山
中
魂
助
氏
の
四
十
二
の

祝
賀
を
兼
ね
て
、
県
下
の
詩
歌
人
長
利
仲
聴
、
大
導
寺
繁
禎
、
斉
藤
規
文
、
小

山
内
澗
俊
、
土
門
実
俊
、
宮
田
充
、
蕗
巻
行
脳
、
菊
地
広
英
、
小
栗
山
長
利
龍
雄

岩
木
山
下
沢
保
躬
等
の
有
志
が
集
り
、
四
十
二
を
祝
し
て
詩
歌
を
詠
み
た
り
。

大
導
寺
繁
禎

佐
野
洪
忘
備
録

◎
人
丸
神
石

四
十
餘
り
、
二
葉
の
松
に
千
代
か
け
て
、
栄
行
く
へ
を
色
そ
③
碇
ヶ
関
村
古
懸
山
国
上
寺
を
津

ｌ

」

衝

昭
和
五
十
一
年
十
二
月
一
日
発
行
の
金
木
郷
土
史
の
編
集
委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
佐
野
洪
氏
が

郷
土
史
編
集
の
資
料
と
し
て
、
実
施
調
査
し
た
メ
モ
や
、
郷
土
の
古
文
書
等
を
移
写
し
た
記
録
帳

を
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
す
。
氏
は
今
も
健
在
で
私
達
ふ
る
さ
と
を
探
る
会
の
顧
問
で
、
郷
土
を

探
る
方
と
、
郷
土
嘉
瀬
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
郷
土
史
研
究
家
で
す
。
掲
載
し
た
各
資
料

に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
の
、
郷
土
を
探
る
た
め
の
参
考
の
一
頁
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
編
集
部
）

今
か
ら
三
百
年
程
前
の
寛
文
の
昔
、
飯
詰
村
の
新
岡
七
左
エ
門
が
、
出
入
り
の

者
を
集
め
て
、
一
杯
機
嫌
で
思
い
ｊ
、
に
唄
っ
た
文
句
が
新
岡
累
代
日
記
に
載
っ

て
い
る
。〈

夫
婦
二
人
で
、
田
の
草
取
れ
ば
、
広
い
一
町
田
も
狭
く
な
る
。

◎
工
藤
家
の
墓
石
調

①
明
和
四
年
正
月
十
八
日
（
西
暦
一
七
六
四
年
）
②
天
明
三
年
十
二
月
十
五
日

（
西
暦
一
七
八
一
年
）
③
寛
政
九
年
四
月
十
三
日
良
寛
寿
山
信
士
（
西
暦
一
七

八
九
年
）
④
文
化
十
四
年
十
二
月
十
五
日
（
西
暦
一
八
○
四
年
）
⑤
文
政
二

年
四
月
一
日
（
西
暦
一
八
一
九
年
）
⑥
文
政
九
年
五
月
三
十
一
日
（
西
暦
一
八

二
六
年
）
⑦
文
政
十
二
年
十
月
十
六
日
（
西
暦
一
八
二
九
年
）
③
嘉
永
元
年

六
月
十
八
日
如
円
入
清
居
士
（
西
暦
（
’
八
四
八
年
）
⑨
嘉
永
二
年
四
月
十
日

（
西
暦
一
八
四
九
年
）
⑩
嘉
永
三
年
一
月
三
十
日
（
西
暦
一
八
五
○
年
）
⑪
５１

慶
応
三
年
十
一
月
九
日
（
西
暦
一
八
六
七
年
）
⑫
明
治
三
年
九
月
二
日
（
西
暦

一
八
七
○
年
）
。
こ
の
ほ
か
明
治
時
代
の
も
の
三
個
あ
る
。

◎
覚
書
メ
モ

※
妙
光
庵
は
明
暦
元
年
の
草
創
な
り
と
云
わ
れ
る
。

※
享
保
十
六
年
保
食
神
社
（
馬
頭
観
音
）
勧
請
さ
れ
た
と
云
う
。

※
享
保
十
三
年
洪
水
の
た
め
毘
砂
門
、
長
富
、
加
清
、
金
木
大
被
害
を
蒙
り
、
大

半
の
水
田
稲
作
皆
無
作
と
な
っ
た
と
云
う
。

※
元
禄
二
年
に
初
め
て
嘉
瀬
村
に
質
屋
が
開
業
し
た
。

※
興
国
三
年
の
安
倍
貞
季
の
作
図
に
浪
岡
、
神
山
、
飯
詰
、
中
柏
木
、
加
清
、
小

田
川
城
、
大
倉
岳
ほ
か
大
小
河
川
並
び
に
乙
別
地
、
今
飯
詰
、
鮎
川
、
外
ケ
浜
が

克
明
に
記
入
さ
れ
て
居
る
。

※
元
亀
二
年
に
中
柏
木
磯
崎
神
社
が
勧
請
せ
ら
れ
、
創
立
不
明
な
る
も
嘉
瀬
八
幡

み
け
る
。

斉
藤
規
文
人
の
世
は
、
ひ
と
な
み
く
に
我
国
の
緒
も
ゆ
ら
み
春
か
な
。

土
門
実
俊
萬
代
と
い
う
は
誠
か
、
い
つ
は
り
の
き
み
そ
み
た
へ
る
亀

の
行
末
。

葛
巻
行
庸
老
の
坂
、
誠
そ
さ
か
り
、
今
年
こ
そ
ま
ま
、
和
が
へ
る
は
し

な
り
け
り
。

４１

こ
の
四
十
二
に
詠
ま
れ
た
る
、
詩
歌
短
冊
は
今
も
板
柳
に
在
住
の
山
中
美
津
雄
氏
一

が
保
存
し
へ
り
。

◎
円
空
仏

青
森
県
の
円
空
仏
の
所
在
地
は
、
南
郡
八
幡
崎
に
一
躯
あ
り
、
龍
飛
の
巌
上
に

も
あ
り
た
る
由
な
る
も
、
今
は
失
く
な
れ
り
。
八
幡
崎
の
作
成
仏
は
や
や
等
身
大

の
も
の
な
り
。

◎
狐
崎
村

狐
崎
村
は
、
本
村
嘉
瀬
よ
り
南
一
町
に
あ
り
、
家
数
五
軒
、
南
長
富
村
へ
五
町

束
中
柏
木
村
ま
で
十
六
町
、
西
は
田
圃
に
接
っ
す
る
。

◎
津
軽
の
三
不
動

①
黒
石
市
（
旧
大
郷
村
）
長
谷
沢
寺
。
②
黒
石
市
（
旧
山
形
村
）
中
野
神
社

〆

軽
三
不
動
と
い
う
。
な
お
津
軽
鎮
護
と
し
て
、

１
１
ユ

一



御
城
山
は
嘉
瀬
と
榔
良
市
と
の
間
の
橘
よ
り
、
東
方
に
一
町
ば
か
り
束
行
す
る

の
土
羅
が
あ
り
、
ゞ
キ
‐
場
附
近
に
住
居
し
た
繩
線
代
の
民
族
の
首
長
の
蕊
な

る
こ
と
は
確
実
な
り
。
な
お
ス
キ
ー
場
一
帯
に
土
器
並
に
堅
穴
も
見
ら
れ
る
が
、

土
器
は
一
寸
堀
ろ
と
沢
山
出
て
く
る
が
、
山
下
の
畑
に
も
散
乱
し
て
居
る
。

◎
数
学
著
評

寛
政
年
間
の
こ
と
、
嘉
瀬
に
塩
谷
な
る
人
が
居
て
、
三
十
六
才
の
時
、
数
学
の

件
を
著
し
た
り
と
伝
え
ら
れ
居
る
も
、
そ
の
後
の
時
緬
は
明
ら
か
な
ら
ず
。

◎
忌
み
嫌
う
こ
と

「
シ
ミ
ッ
』
は
門
徒
宗
を
除
く
ほ
か
は
、
何
れ
の
宗
旨
に
も
あ
る
が
、
禅
宗
は

蝦
つ
と
も
矢
釜
し
か
っ
た
。
『
シ
ミ
ッ
』
は
一
つ
の
家
麿
で
、
誠
に
窮
屈
な
家
法

で
あ
る
。
要
す
る
に
『
シ
ミ
ッ
』
そ
の
も
の
は
、
子
孫
カ
マ
ド
の
締
り
が
厳
重
な

ら
ん
こ
と
を
要
求
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
例
と
し
て

④
Ⅱ
二
十
九
日
に
正
月
の
町
園
す
る
な
。
元
亘
に
起
さ
れ
た
り
叱
ら
れ
た
り
す

る
な
。
正
月
三
ケ
日
は
催
促
す
る
な
。

。
Ⅱ
正
月
に
障
子
張
替
す
る
な
、
小
正
月
生
焼
の
餅
食
べ
る
な
。
贈
答
品
は
偶

数
に
す
る
な
。

⑧
Ⅱ
日
返
り
餅
は
焼
い
て
食
べ
る
な
。
赤
飯
に
湯
を
か
け
て
食
べ
る
な
。
人
に

声
か
げ
水
を
呑
む
な
。

②
Ⅱ
水
に
湯
を
入
れ
て
使
う
な
。
一
杯
飯
食
べ
る
な
。
滴
物
は
一
き
れ
又
は
三

き
れ
付
け
る
な
。

㈱
Ⅱ
七
日
目
に
家
に
帰
る
な
。
申
の
日
に
峠
悲
恥
す
る
な
。
葬
式
に
は
新
ら
し
い

さ
る

着
物
履
物
使
う
な
。

㈲
葬
式
の
送
人
の
物
を
持
っ
て
帰
る
な
。
〃
儲
》
会
葬
人
は
見
送
る
な
。
物
干
竿

の
下
を
く
ぐ
る
な
。

の
Ⅱ
夜
干
竿
を
か
け
て
置
く
な
。
窓
か
ら
物
を
出
入
す
る
な
。
屏
風
の
上
か
ら

宮
元
勉
二
年
再
建
と
伝
え
ら
れ
る
。

◎
五
輪
塔

五
輪
塔
の
古
い
の
は
、
宝
珠
が
蓮
花
の
蕾
に
似
て
、
三
段
の
屋
根
に
反
り
が
無

く
、
時
代
を
降
る
に
従
っ
て
屋
根
の
反
り
を
増
し
勾
配
が
急
に
な
る
。

◎
板
碑

丸
い
自
然
石
の
厚
い
も
の
を
用
い
、
表
面
の
み
を
平
滑
に
し
た
る
も
の
も
あ
り

鎌
倉
時
代
貞
永
・
寛
元
の
こ
ろ
よ
り
始
ま
り
、
室
町
時
代
特
に
盛
ん
に
建
立
。

◎
小
山
内
館
（
飯
詰
館
）

飯
詰
を
出
て
中
柏
木
に
向
い
て
暫
く
歩
く
と
、
西
方
に
小
さ
な
森
が
見
え
、
一

寸
大
き
な
松
が
生
え
て
る
所
か
ら
入
る
と
、
今
は
舜
鐡
を
植
え
て
い
る
森
に
至
る
。

こ
こ
を
小
山
内
館
と
云
っ
て
、
南
方
は
三
つ
の
出
崎
に
な
っ
て
い
て
、
真
中
に
昔

は
御
宮
が
あ
っ
て
弁
天
様
で
女
の
神
様
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
跡
方
も
な
い
。

ぶ
ど
う

前
の
葡
萄
畑
の
前
を
見
る
と
二
重
の
堀
が
あ
っ
て
、
昔
時
の
城
跡
は
確
実
で
、

土
器
の
破
片
等
が
出
土
す
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
飯
詰
の
高
館
城
と
連
絡
し
た
城

跡
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
小
生
城
跡
内
の
道
路
か
ら
女
蔭
の
石
を
拾
得
し

て
保
存
し
て
居
る
。

◎
嘉
瀬
八
幡
宮

嘉
瀬
八
幡
宮
の
境
内
並
に
附
近
の
畑
も
、
昔
の
城
跡
で
、
堀
も
次
第
に
失
く
な

る
も
、
未
だ
二
ヶ
所
に
豆
り
残
っ
て
い
る
。
小
生
当
地
に
在
宅
し
た
時
に
、
堀
よ

り
矢
の
根
を
拾
得
し
た
礪
あ
り
、
飯
詰
の
城
と
関
係
が
あ
る
か
如
何
か
不
明
な
る

も
、
或
は
野
良
市
の
八
屯
佐
助
に
も
関
係
あ
る
か
と
思
わ
れ
ろ
。
な
お
東
方
の
畑

も
魁
れ
に
関
連
し
た
城
跡
と
兇
る
も
差
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

◎
御
城
山
（
加
勢
城
）

得
し
て
保
存
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
所
の
奥
に
も
、
そ
れ
よ
り
も
大
き
な
三
角
形

Ｊ
Ｐ
Ｉ

物
を
や
り
取
り
す
る
な
。

㈱
Ⅱ
群
を
逆
に
立
て
る
な
。
御
客
が
立
つ
こ
史
直
ぐ
掃
く
な
。
夜
る
瓜
を
切
る

な
。

①
Ⅱ
五
月
蚊
帷
つ
る
な
。
家
の
中
で
口
笛
吹
く
な
。

◎
山
中
龍
之
助

前
町
の
山
中
龍
之
助
は
習
号
を
雲
洞
と
写
し
能
書
の
誉
あ
り
、
飯
詰
法
林
寺
の

世
話
役
を
な
し
居
る
其
の
時
代
に
、
秋
田
の
無
等
と
号
す
る
審
家
の
弟
子
と
、
尚

弘
前
の
盛
山
内
繩
山
門
弟
で
あ
っ
た
と
せ
云
わ
れ
て
い
る
。

◎
地
蔵
尊
考

近
頃
の
都
市
に
は
殆
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
町
の
入
口
に
も
出
口
に

も
、
地
蔵
尊
の
堂
も
見
受
け
ら
れ
ず
。
片
田
舎
の
出
口
に
夫
々
に
御
堂
を
建
て
た

中
に
、
顔
を
化
粧
し
て
、
青
や
赤
の
布
地
で
作
ら
れ
た
着
物
の
上
に
、
前
掛
け
を

懸
け
た
姿
の
顔
を
二
個
三
個
と
、
多
い
と
こ
ろ
で
は
四
個
五
個
も
建
っ
て
居
る
の

が
見
受
け
ら
れ
る
。

地
蔵
尊
を
地
方
で
は
、
お
地
蔵
様
、
ま
た
は
地
蔵
様
と
云
わ
れ
て
親
し
ま
れ
て

き
た
。
日
本
人
の
道
標
（
道
案
内
）
の
神
。
道
路
守
護
の
神
と
し
て
古
来
か
ら
信

仰
さ
れ
て
き
た
。
道
祖
の
神
即
ち
御
障
神
の
思
想
と
合
併
し
て
、
初
め
は
旅
行

脚
平
安
の
守
護
と
し
て
信
仰
の
人
々
が
、
あ
と
に
町
内
の
安
全
、
村
中
平
安
の
守

り
神
と
云
う
考
え
に
ま
で
発
展
し
た
る
も
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

◎
在
宅
武
士
の
家

津
軽
藩
の
家
臣
で
あ
っ
て
在
宅
（
新
田
開
発
の
た
め
在
野
田
舎
に
引
移
っ
た
人
）

し
た
家
は
、
仲
々
由
緒
の
あ
る
家
柄
で
、
嘉
瀬
に
は
三
軒
あ
り
、
今
で
も
源
治
ド

（
須
崎
家
の
先
祖
名
）
・
マ
イ
ン
ド
（
櫛
引
の
先
祖
名
）
・
ゼ
ナ
イ
ド
（
喜
右
エ

門
の
名
）
で
、
明
治
五
年
以
降
に
武
士
か
ら
下
っ
た
の
は
、
今
サ
マ
、
野
呂
サ
マ

と
可
成
の
大
な
る
城
跡
あ
り
、
三
段
の
土
塁
あ
り
て
、
頂
上
は
至
っ
て
狭
い
が
、

是
も
八
重
佐
助
時
代
の
城
跡
な
る
こ
と
は
明
ら
か
な
り
。

◎
墳
館
跡

喜
良
市
村
の
東
方
の
油
川
に
出
る
街
道
の
入
口
の
上
に
墳
館
あ
り
、
中
は
二
町

歩
位
い
の
広
い
畑
に
な
っ
て
い
る
が
、
た
ぶ
ん
八
重
佐
助
の
根
拠
地
な
り
と
思
わ

れ
る
。
こ
こ
の
墳
館
の
奥
に
入
る
と
、
東
方
に
蝦
夷
館
あ
り
、
こ
こ
に
は
煙
突
穴

の
残
っ
て
い
る
洞
穴
と
、
ほ
か
に
小
と
大
の
館
穴
あ
り
、
墳
館
に
附
属
し
た
る
城

跡
な
る
こ
と
は
明
ら
か
な
り
。

◎
小
田
川
苗
圃

小
田
川
白
岩
の
左
手
上
は
小
田
川
苗
圃
に
な
っ
て
い
る
が
、
昔
は
飯
詰
よ
り
味

噌
ヶ
沢
を
通
り
、
み
づ
の
沢
、
猫
右
エ
門
沢
、
惣
次
郎
沢
、
滝
の
沢
、
お
つ
ぼ
沢

白
岩
沢
を
通
り
て
小
田
川
に
出
て
、
苗
圃
に
上
り
、
東
側
を
通
り
て
、
一
町
ば
か

り
北
に
行
く
と
、
沢
は
二
股
に
な
り
流
れ
て
、
右
の
沢
の
二
・
三
間
北
の
処
に
横

穴
二
個
あ
り
、
土
に
て
埋
り
居
る
も
、
穴
の
屋
根
は
二
間
ば
か
り
の
石
の
屋
根
あ

り
、
当
時
八
重
佐
助
の
時
な
ら
ん
、
ア
イ
ヌ
の
穏
れ
場
所
に
用
い
た
る
も
の
と
推

察
さ
れ
、
苗
圃
よ
り
小
生
石
斧
の
破
片
を
拾
い
た
る
事
あ
り
、
従
っ
て
苗
圃
も
昔

時
は
住
居
に
使
用
し
た
る
も
の
と
思
惟
す
。

◎
嘉
瀬
古
城

嘉
瀬
村
に
古
壌
あ
り
と
云
え
ば
、
誰
で
も
蕊
く
事
だ
ろ
う
が
、
嘉
瀬
山
ス
キ
ー

場
の
北
に
、
一
シ
盛
、
ニ
ッ
盛
と
云
っ
て
い
る
所
が
そ
れ
で
あ
る
。
余
程
前
の
事

だ
が
、
某
博
士
が
古
城
だ
と
云
っ
て
た
が
、
一
シ
盛
は
既
に
こ
わ
さ
れ
て
、
今
三

上
石
材
店
の
敷
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
を
使
用
し
た
沢
川
繁
男
氏

の
次
男
が
、
当
時
こ
の
場
所
で
縄
文
時
代
の
瓶
の
破
片
が
多
数
出
土
し
、
小
生
拾
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佐
野
サ
マ
と
云
わ
れ
、
今
一
軒
広
津
サ
マ
と
云
う
人
が
居
た
そ
う
だ
が
、
今
は
不

詳
で
あ
る
。◎

盆
踊
り

盆
の
供
養
は
古
来
よ
り
旧
盆
の
七
月
七
日
か
ら
七
月
二
十
日
が
定
ま
り
で
あ
る

が
、
近
来
出
稼
ぎ
、
帰
省
、
親
戚
訪
問
が
八
月
の
暑
中
休
暇
を
利
用
す
る
の
が
普

通
と
な
っ
て
来
た
の
で
、
寺
院
側
で
も
、
今
で
は
一
月
遅
れ
の
盆
供
養
に
従
う
こ

と
に
な
っ
た
。

盆
参
り
は
、
先
祖
身
内
の
家
内
の
死
去
せ
る
人
を
弔
い
、
将
来
の
安
全
祈
願
を

仏
様
に
す
る
事
に
あ
る
。

盆
参
り
の
帰
路
、
前
町
に
出
て
く
る
の
で
、
此
処
に
盆
踊
り
は
初
ま
る
の
で
あ

る
。
帰
路
の
子
供
等
が
輪
を
作
っ
て
音
頭
取
り
の
声
に
合
せ
て
踊
る
の
が
初
ま
り

で
、
遅
く
な
る
と
大
人
が
之
に
加
わ
り
、
夜
中
に
な
る
と
道
路
一
杯
約
百
米
位
い

に
広
が
る
時
も
あ
り
、
遅
く
な
る
程
、
他
部
落
の
若
者
達
も
加
わ
り
、
愈
賑
か
に

な
り
、
何
時
終
る
か
わ
か
ら
ぬ
程
に
て
、
夜
明
け
ま
で
続
く
の
は
普
通
で
あ
っ
た

が
近
年
は
昔
様
で
な
く
、
中
柏
木
、
小
栗
崎
、
喜
良
市
、
金
木
等
の
飛
入
り
も
な

く
衰
体
期
に
入
っ
て
い
る
。

周
朋
一
二
○
”
、
操
Ⅱ
尚
サ
ニ
間
、
間
朋
二
○
○
師
ｒ
穀
小
山
内
服
蔵
災
爆
Ⅱ

尚
サ
五
間
、
周
囲
二
九
○
珂
砺
樹
Ⅲ
Ⅱ
尚
サ
八
間
、
周
州
川
○
○
卯
シ
ナ
ノ
木

Ｉ
尚
サ
五
間
、
周
囲
一
三
○
唖
蕪
占
崎
民
弥
典
楓
Ⅱ
尚
さ
ぎ
・
○
○
叩
太
サ

ニ
○
○
呼
寿
舵
野
氷
典
ア
カ
、
ン
ャ
Ⅱ
尚
サ
ル
Ｉ
間
、
太
サ
一
・
八
○
叩
、
】
ナ
ノ

木
Ⅱ
尚
サ
十
間
、
太
サ
ニ
○
○
師

妙
光
庵
の
古
い
壊
石
を
兄
る
に
、
滞
、
水
川
．
Ｌ
・
元
年
の
も
の
、
天
保
四
・
人

・
年
の
も
の
あ
り
、
雌
つ
と
も
占
き
も
の
覚
政
戌
・
・
年
二
月
し
川
秋
元
瀧
一
郎
の

堪
右
な
り
。

明
拝
庵
の
蕊
石
は
施
政
三
年
、
文
政
旭
年
・
叫
年
。
文
政
四
年
。
滞
水
文
化
等

も
あ
り
、
四
隅
一
・
三
六
年
嘉
肘
の
も
の
も
あ
り
、
此
の
辺
に
て
は
雌
つ
と
も
古

き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

中
柏
木
の
蛭
石
に
て
占
き
も
の
は
、
礁
永
五
〃
１
七
月
九
川
、
天
保
八
西
七
月
二

Ⅱ
、
文
政
子
卜
月
の
逼
井
休
右
エ
門
（
江
戸
祁
撲
な
り
し
と
云
う
）
が
占
い
。
小

栗
崎
に
て
は
寛
政
八
年
伊
藤
家
の
も
の
が
古
い
。

◎
諾
瀬
在
郷
蛎
人
分
会

嘉
瀬
在
郷
車
人
分
会
の
創
立
は
大
正
六
年
よ
り
に
し
て
、
初
代
会
退
は
沢
川
立

雄
氏
な
り
、
其
後
山
口
長
助
氏
分
会
長
と
な
り
、
昭
和
七
年
八
月
二
日
別
分
会
長

に
山
中
熊
四
郎
氏
が
な
り
、
剛
増
田
昇
氏
並
に
松
川
新
八
と
な
り
会
員
総
数
は
二

五
○
名
な
り
き
・
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
Ⅱ
終
戦
と
な
り
、
全
年
八
月
二
十
八
日

慰
蝉
祭
を
行
い
、
全
年
九
月
十
三
Ⅱ
分
会
を
解
散
す
る
。

◎
古
街
道

中
柏
木
が
一
番
早
く
腱
け
た
村
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
居
る
が
、
か
え
っ
て
嘉
瀬

の
古
町
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
脅
え
る
と
、
元
長
竃
か
ら
浦
子
湘
池
の
下

踊
り
の
順
序
は
、
ド
ダ
レ
バ
チ
踊
り
、
エ
ッ
チ
踊
（
領
詰
の
伊
勢
子
踊
り
に
似

て
い
る
）
甚
句
踊
り
、
座
敷
踊
り
、
奴
踊
り
で
終
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

◎
昔
の
農
家
の
休
養
日

㈹
Ⅱ
正
月
（
元
日
よ
り
七
日
ま
で
、
十
六
Ⅱ
よ
り
二
十
日
ま
で
）

。
Ⅱ
二
月
朔
日
（
春
彼
岸
の
内
三
日
）

の
Ⅱ
三
月
は
三
日
間
（
田
打
仕
廻
り
一
日
）
目
Ⅱ
五
月
五
日
困
植
仕
廻
二
日
）

㈱
Ⅱ
九
・
十
月
（
稲
村
納
め
二
日
）

｡

吋
‐
ｘ
一

心
し
弧

<1

0

を
辿
り
、
狐
崎
よ
り
古
町
渥
隊
，
、
典
々
直
ぐ
に
小
田
川
を
渡
り
、
八
幡
宮
の
西

通
り
の
街
通
に
て
金
木
ま
た
は
蒋
艮
市
に
往
復
し
た
状
況
は
現
在
に
て
も
確
め
得

る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

占
町
の
升
催
の
畑
よ
り
人
柵
並
に
金
・
鏡
・
櫛
等
が
出
土
す
。
鏡
は
小
生
保
存

し
て
い
る
。
又
後
町
の
黒
川
家
並
に
平
川
家
の
真
後
に
、
喜
良
市
に
行
来
し
た

鳩
の
往
榎
に
川
い
た
道
路
も
残
っ
て
居
る
所
を
兄
る
と
、
古
い
時
代
に
隠
里
と
し

て
唯
満
し
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
な
お
鋳
守
八
幡
宮
は
元
勉
二
年
に
再
建
と
云

う
記
録
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
相
当
以
前
か
ら
出
来
た
村
で
あ
ろ
う
。

◎
量
↓
卜
三
観
音
像

溌
瀬
観
満
山
の
滴
水
湧
く
と
こ
ろ
よ
り
北
側
を
登
る
。
登
り
口
に
屋
根
あ
る
小

雌
の
中
に
二
・
三
尺
位
い
の
地
戯
尊
三
本
あ
り
、
奉
納
者
は
嘉
瀬
十
名
寓
良
市
二

橘
で
州
和
九
年
三
月
三
十
五
冊
奉
納
と
あ
り
、
頂
上
迄
左
右
に
道
路
を
壷
る
に
従

っ
て
三
ト
ー
観
音
像
あ
り
。

◎
十
三
安
束
藤
原
氏
の
支
配
し
た
こ
ろ
建
て
た
寺

岩
木
山
（
西
方
寺
・
永
平
寺
・
白
沢
寺
）
十
三
湊
（
榧
林
寺
・
阿
吃
寺
）

阿
開
羅
山
（
大
日
坊
・
不
動
院
・
観
音
院
）
梵
珠
山
（
釈
迦
堂
）
平
賀
（
極

楽
寺
・
毘
沙
門
堂
・
網
王
寺
・
神
宮
寺
）
外
ケ
浜
（
妙
兇
常
・
北
斗
寺
）
糠

部
（
石
文
寺
）
恐
山
（
地
蔵
堂
）
深
浦
（
観
音
堂
）
は
東
口
流
安
東
氏
が
建

て
た
寺
院
で
あ
る
。

◎
昔
の
履
物
と
祷
る
物

※
草
履
の
項
Ⅱ
足
タ
カ
・
ゴ
ン
ベ
・
ツ
マ
ゴ
・
ノ
ッ
ペ
・
ク
ヂ
・
ス
ベ
・
ニ
ツ
コ

・
三
シ
マ
・
デ
ネ
グ
ッ
・

※
着
る
物
Ⅱ
ケ
ラ
・
ワ
ラ
ゲ
ラ
・
シ
ナ
ゲ
ラ
・
皮
ゲ
ラ
・
グ
デ
ゲ
ラ
・
グ
テ
ゲ
ラ

・
ヨ
メ
ゲ
ラ
・
ク
ゴ
ゲ
ラ
・
セ
ナ
カ
ア
テ
・
ネ
ゴ
。

◎
嘉
瀬
の
雨
乞
祭
り
に
つ
い
て

嘉
瀬
で
雨
乞
祭
り
が
行
わ
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
四
・
五
年
頃
だ
と
思
わ
れ
る
。

此
年
雨
が
幾
日
降
ら
ず
、
水
不
足
で
、
農
作
物
を
早
魅
か
ら
救
う
為
に
、
役
場
か

ら
補
助
金
を
貰
っ
て
、
神
様
に
雨
を
降
ら
せ
て
貰
う
た
め
の
行
事
で
し
た
。

小
田
川
上
流
の
藤
の
滝
の
そ
ば
に
あ
る
御
宮
の
境
内
に
、
御
神
酒
を
奉
納
し
て

関
係
者
一
同
が
集
っ
て
、
僧
侶
二
人
が
お
経
を
上
げ
て
い
る
内
に
、
藁
で
作
っ
た

赤
子
と
エ
ン
ッ
コ
に
縄
を
つ
け
て
、
滝
の
上
か
ら
し
づ
か
に
お
ろ
し
、
村
民
が
声

高
に
泣
き
初
め
て
、
そ
れ
が
滝
の
音
と
唱
和
し
て
、
忽
ち
霊
感
が
表
わ
れ
ろ
と
云

う
行
事
で
、
翌
年
も
同
様
に
取
り
行
わ
れ
た
。

◎
津
軽
の
語
源

『
津
軽
』
と
云
う
名
は
ア
イ
ヌ
語
で
云
う
学
者
は
、
日
の
出
る
国
の
人
と
い
う

意
味
の
『
チ
ュ
プ
カ
グ
ル
』
に
由
来
し
た
古
名
だ
と
云
う
が
、
ア
イ
ヌ
通
の
人
の

８

言
に
よ
れ
ば
、
そ
う
で
な
く
、
同
じ
ア
イ
ヌ
語
で
も
、
藤
崎
を
中
心
と
し
た
意
の
１

言
葉
で
あ
っ
て
、
『
ツ
ガ
リ
』
か
ら
来
た
語
だ
と
云
う
。

『
ツ
ガ
リ
』
と
は
、
何
河
流
が
落
合
う
附
近
の
平
原
と
云
う
意
味
で
、
古
書
に

は
、
津
軽
を
「
津
刈
』
と
も
書
き
、
ま
た
『
津
合
流
』
と
も
書
い
て
い
る
。

◎
十
三
の
七
不
思
儀

※
田
が
無
く
て
も
米
が
沢
山
。
※
山
が
無
く
て
も
木
が
沢
山
。
※
春
に
な
っ
て
も

酉

カ
ッ
チ
ョ
を
取
ら
ぬ
。
※
夏
に
な
っ
て
も
蚊
帳
不
要
。
※
雨
が
降
っ
て
も
草
履
パ
『

キ
※
カ
ラ
針
で
魚
を
釣
る
。
※
親
父
居
な
く
て
も
子
が
出
来
る
。

◎
嘉
瀬
村
内
の
樹
木

※
古
町
平
川
光
政
裏
、
樺
Ⅱ
高
サ
五
間
、
周
囲
三
五
○
叩
シ
ナ
Ⅱ
高
サ
十
間
、

周
囲
四
五
○
蝿
※
鳴
海
勲
裏
楓
Ⅱ
高
さ
一
間
半
、
周
囲
三
○
○
師
シ
ナ
Ⅱ

尚
サ
十
二
尺
、
周
囲
一
三
○
蝿
高
サ
八
尺
、
周
囲
一
三
○
坪
李
Ⅱ
高
サ
ニ
間
、

。
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